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星ケ
消防団係

事務連絡

平成 24年 4月 25日

各課室長様

消防本部次長

平成 24年度消防防災・震災対策現況調査の統計作成について（依頼）

標記の件につきまして、別添のとおり宮崎県危機管理統括監より依頼がありました。

つきましては、下記の要領に基づきまして統計を各課室にて作成していただき、御回

答くださいますようよろしくお願いいたします。

記

1.統計作成について

統計の修正につきましては、昨年度、提出したデータを配布しますので朱書きにて統

計を訂正していただき、提出していただきますようお願いいたします。

2.提出期限

平成 24年 5月 23日（水）

3.提出先

消防本部総務課総務係まで

※不明な点がございましたら総務係までお問い合わせください。

【文書取扱】

消防本部総務課総務係

薬師寺勇樹

内線（77)312



各消防本 部 消 防 長

各市町村消防主管課長

22170-2084 

平成 24年 4月 24日

宮崎県危機管理統括監

（公印省略）

平成24年度消防防災・震災対策現、獄周査の実施について（依頼）

このことについて、別添のとおり総務省消防庁防災情報室長から依頼がありましたのでお知らせ

いたします。

入力要領等に留意の上、登録締切日までに、統計調査系システム（消防庁オンライン処理システ

ム）上の「消防防災・震災対策現況調査業務」に入力いただきますようお願いいたします。

担当：消防保安課消防担当中原

TEL :0985-26-7627 （直通）

・FAX :0985-26-7304 

E-mai 1 :nakahara-yoichi@pref. miyazaki. lg. jp 



各都道府県消防防災主管部長殿

消防 情第 12 6号

平成24年4月24日

平成24年度消防防災・震災対策現況調査の実施について（依頼）

時下、益々ご清祥のこととお慶び申上げますd

平素は、当庁の事業推進について絡見ljのご高配を賜り、厚くお礼申し上げます白

さて、平成24年度消防防災・震災対策現況調査について、下記のとおり実施いたしますー

っきましては、貧都道府県内市町村等（消防の事務を処理する一部事務組合及び広域連合を

含む。）に対して、この旨周知されるようお願いします。

記

1 概要

本調査は、消防庁が発行する「地方防災行政の現況J等の基礎資料とするため、統計調査

系システム（消防庁オンライン処理システム）上の「消防防災・震災対策現況調査業務Jに

入力をお願いするものです。

2 調査対象

本調査は、都道府県及び平成24年4月1日現在における市町村、消防組合、消防補償等

組合（消防団員、水防団員の公務災害補償・退職報償金の事務を行っている組合）（以下「各

団体Jという。）が調査対象となります。

このことから、市町村合併の取扱については、平成23年度中又は平成24年4月1日付

けで市町村合併があった場合、平成23年4月 1日から平成24年4月 1日までの調査につ

いては、平成24年4月1日現在の新団体名で、合併前の個々の市町村等の分を算出し、合

併後の数に合算して作成してください。

また、平成24年4月2日から平成24年5月1日までに合併がある場合は、平成24年
4月 1日から平成24年 5月 1日までの調査については、平成24年4月 1日現在の旧団体

ごとに、集計して作成してください。

3 調査登録開始日及び締切日について

各団体におかれましては、調査登録締切日までに全調査表の本登録を完了願います。

( 1) 調査登録開始日

平成24年4月 25日（水）

(2) 調査登録締切日

平成24年 5月31日（木）

4 精査完了日について

各都道府県におかれましては、平成24年6月21日（木）までに各団体の精査を完了頗

います。



5 接続先アドレス

以下のアドレスにログイン後、調査業務から「消防防災・媛災対策現況調査業務Jを選択

してくださいー

※｛接続先アドレス］ : https://secure. fdma. go. jp/SSO/ 

ログイン方法については、消防庁防災情報室からど連絡いたしました平成24年3月30 

日付け事務連絡、 f統計調査系システムログインについてj をご参照ください。

6 入力要領等

入力要領、操作マニュアノレ及び突合チェックリストについては、「消防防災・震災対策現況

調査業務jのダウンロ）ドメニューからダウンロードできます。都道府県は「都道府県用j、

市町村、消防本部等は f市町村・組合用Jを該当する調査表の入力時に参照してください0,

7 特記事項

( 1）消防以外の組合の f市町村消防費性質男lj歳出決算額jは、管轄する都道府県において

取りまとめて合算し、調査表選択画面（都道府県用） 4 4表に入力してください。

(2）調査表、ページ又は調査項目（以下 f調査表等j という。）ごとに該当がない項目につ

いては、「核当無jのチェッタ欄に入力を行ってください0 －調査表等において、データの

入力が全くない場合、 f該当無Jのチェック欄の入力がないときは仮登録できません。

(3）同一の鯛査表において複数の団体が入カを担当する場合、最終的な入力担当団体を明

確にするために「市町村j文は「組合／消防本部jのチェック欄に入力を行ってください。

f市町村J文は f組合／消防本部jのチェック欄のどちらかに入カがない場合は仮登録で

きません。市区町村事務部局、組合、消防本部等が同ーの調査表を入力する場合は、十

分に連絡調整し、入カ漏れのないようにお願いします。

(4）金調査表を仮登録しなければ本登録できません。

(5）ダウンロ｝ドメコユ｝に白紙調査表（Excelファイノレ）を掲載しておりますので、ご活

用ください。

※問い合わせ窓口

く入力要領に関する問い合わせ〉

（財）消防科学総合センター情報処理課 木村

TEL : 0422・24・7802

FAX : 0422・49・1182

E・mail: kimura@isad.or.i旦

くシステムの操作方法に関する問い合わせ〉

商菱電機株式会社サポートデスク

E・mail：包im_gxt.J!勉強盟主虫色出i_._g旦.fa

く担当〉

消防庁防災情報室矢部係長・河田事務官

苧100・8927 東京都千代間区霞が関 2・1・2

TEL : 03・5253・7526

FAX : 03・5253・7536

E・mail : h.kawata@soumu.go.in 
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平成24年度 消防防災・震災対策現況調査表（市町村・組合分）

表 間 ｛ 調 査 事 項 ）

条件コード表

ノーパンチ表番号一覧表

消防本部・署所及び消防団の現況

年齢別及び階級別消防吏員数

年齢別及び階級別消防団員数

消防職員の勤務体制及び適用給料表

消防吏員の特殊勤務手当の状況

消防吏員の採用試験状況及び採用状況

消消防防吏!1!員Hの勤務時間等状況
の時間外勤務時間数及び年次有給休暇取得日数状況

安全衛生管理体制等の状況

健康診断の実施状況

消防長の専・兼任状況

非常勤消防団員の報酬及び出動手当等

在職年数別消防吏員及び消防団員数

退職事由別及び年齢別退職消防吏員数の状況

消防団員の退職・新任状況

非常勤消防団員の職業構成及び就業形態別の状況

消防ポンプ自動車等現有数

化学消火菰剤備蓄状況

消防水利の現況

消防機関の出動状況

消防吏員及び消防団員の公務による死傷者数

少年消防クラブ及び幼年消防クラブの現況

婦人防火クラプの現況

防災会議及び地培防災計画等の現況

防災・震災対策行政の扶況

防災・震災訓練の状況

災害対策啓発事業の実施状況

防災事業の実施状況

自主防災組織の現況（その 1)

自主防災組織の現況（その 2)
事業所の自衛消防組織の現況

災害ボランティア

災害危険箇所等の現況

相互応援協定の状況

避難場所・施設等の現況

備蓄等の状況

防災無線通信施設等の状況（同報無線）

防災無線通信施設等の状況（移動無線等）

消防・救急業務用無線通信施設の現況

火災通報施設等の現況

消防ヘリコプターの状況（その 1) 

消防ヘリコプターの状況（その2)
消防ヘリコプターの状況（その3)

市町村消防費性質別歳出決算額

告発の状況

耐震性貯水帽の状況

消防団施股・装備の状況

防災行政無線の整備状況及び整備検討状況（移動系）

防防災行政無線の整備状況及び整備検討状況（同報系）

災行政無線の整備状況及び整備検討状況（旧市町村用）
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(I) 洞防本館等の区分

l：単独で消防本鰍を仮眠しているiii

2：単独で淵防本郎を段位している町村

3；組合

(1) (2) 

4：組合として削防本郎をa'(置している市町村

5: in防事~を委託している市町村

6；洞防本II禾綬置の町村（7～9に敏当するものを除〈．｝

7：倒防本留米段置の町村のうち洞防団常備忽を設置している町村

8：消防本館米綬置の町村のうち教急梁麟のみ笑錯している町村

9：消防本部米汲置の町村のうち救急来初のみ委託している町村

【位当：防災情報室】

平成24~r-皮澗防防災. ＂災対策 ili•lU



平成23年度消防防災・震災対策市・包
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(19）～（28) 地域指定区分内容

1 消防施設強化促進法に基づき人口が急増している地域として指定された地域

2 大規模地震対策特別措置法に基づき強化地域に指定された地域

3 過疎地域自立促進特別措置法適用地域

4 離島振興法適用地域

5 石油コンビナート等災害防止法の適用を受ける特別防災区域

6 山村振興法の適用地域

7 林野火災特別地域として設定された地域

8 活動火山対策特別措置法に基づき指定された避難施設緊急整備地域

9 台風常襲地帯における災害の防除に関する特別措置法に基づく台風常襲地帯

10 豪雪地帯対策特別措置法に基づき指定された特別豪宮地域
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消防団係

03表年齢別及び階級別非常勤消防団員数団体コード
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全体

。守寺~ ),1作刊 i自主昧〉

年齢 行番号
小計

団長 副団長 分団長 副分団畏 部長 班長 団員 年齢合計
全体 うち女性

18歳未満 0 1 。
18歳 0 2 。 6 6 108 

19歳 0 3 。 13 12 247 

20歳 0 4 。 15 14 300 

21歳 0 5 。 20 2 18 420 

22歳 0 6 。 17 3 14 374 

23歳 0 7 。 35 8 26 805 

24歳 0 8 。 32 5 26 768 

25歳 0 9 。 49 2 2 15 32 1,225 

26歳 。 51 2 15 34 1.326 

27歳 1 1 。 56 16 39 1.512 

28歳 1 2 。 66 2 4 19 43 1,848 

29歳 1 3 。 75 3 3 24 48 2, 175 

30歳 1 4 。 72 4 24 44 2, 160 

31歳 1 5 。 89. 3 25 61 2,759 

32歳 1 6 。 99 6 31 62 3, 168 

33歳 1 7 。 91 8 33 50 3,003 

34歳 1 8 。 78 2 6 32 40 2,652 

35歳 1 9 。 90 12 32 46 3, 150 

36歳 2 。 64 2 7 17 40 2,304 

.37歳 2 1 。 65 7 24 33 2,405 

38歳 2 2 。 62 2 5 26 30 2,356 

39歳 2 3 。 69 2 5 17 45 2,691 

40歳 2 4 。 65 5 18 42 2,600 

41歳 2 5 。 72 3 6 16 50 2,952 

42歳 2 6 。 61 4 14 42 2,562 

43歳 2 7. 。 40 3 5 5 30 1, 720 

44歳 2 8 。 62 2 6 12 41 2,728 

45歳 2 9 。 48 9 4 33 2, 160 

4p歳 3 。 36 2 J1 24 l,656 

47歳 3 1 0 55 3 5 9 37 2,585 

48歳 3 2 0 38 12 23 1,824 

49歳 3 3 0 33 6 25 1,617 

50歳 3 4 0 52 4 2 2 9 38 2,600 

51歳 3 5 0 28 3 6 21 1,428 

52歳 3 6 0 34 5 27 l, 768 

53歳 3 7 0 31 3 2 2 5 21 1,643 

54歳 3 8 0 20 6 12 - 1,080 

.55歳 3 9 0 34 2 2 2 7 22 1,870 

56歳 4 。 23 5・ 17 1,288 

57歳 4 1 0 20 2 5 12 1, 140 

58歳 4 2 0 16 2 4 10 928 

59歳 4 3 0 15 2 11 885 

60歳 4 4 0 3 2 180 

61歳 4 5 0 5 5 305 

62歳 4 6 0 2 2 124 

63歳 4 7 0 

64歳 4 8 0 64 

65歳以上 4 9 0 ー 65 

合｜全体 5 0 0 2.009 50 6 19 15 129 529 1,310 75,528 
計 l~s女性 5 。＼＼＼ ＼＼＼  4 45 2,070 
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消防団係

12表非常勤消防団員の報酬及び出動手当等

（平成23年4月1日現在）
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総務係消防団係

13表在職年数別消防吏員及び消防団員数

（平成23年4月l日現在）
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消防団係

15表消防団員の退職・新任状況
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消防団係

16表非常勤消防団員の職業構成及び就業形態別等の状況
平成23年度消防防災・震災対策市・＆

宮崎県

452033 （平成23年4月1日現在） 延岡市

事設業構成 就業形態

公 E事長

被用者 自世~~長;(j 百Z悠従業者
行番号 ｜ 計

地方公務員
｜特殊法川務員｜問政グループ｜ その他

に準ずる殴A
その他

oj Jj oJ ユ QO.~ 。 叶 パ 村I{,Ho { 3 3 ・m 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8). (9) 
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20表消防機関の出動状況
平成23年度消防防災・震災対策市・組

宮崎県
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総務係 消防団係

21表消防吏員及び消防団員の公務による死傷者数
宮崎県

平成22年中（平成22年1月1日～平成22年12月31日）
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47表消防団施設・装備の現況

（平成23年4月1日現在）
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1 調査目的

平成24年度消防防災・震災対策現況調査入力要領
（市町村・組合用）

この調査は、市町村（特別区を含む。以下同じ。）及び組合（広域連合を含む。以下同じ。）の

消防カ及び防災・震災対策の現況をとりまとめ、消防防災行政の進展に資することを目的とするも

のである。

2 調査事項

調査表番号 表 題 （調査事項） 調査表頁

00表 条件コード表 4 

01表 消防本部・署所及び消防団の現況 4 

02表 年齢別及び階級別消防吏員数 5 ・－

03表 年齢別及び階級別非常勤消防団員数 5 ー
04表 消防職員の勤務体制及び適用給料表 5 ，ド

05表 消防吏員の特殊勤務手当の状況 6 

06表 消防吏員の採用試験状況及び採用状況 7 ー
07表 消防吏員の勤務時間等状況 7 ー

08表 消防吏員の時間外勤務時間数及び年次有給休暇取得回数状況 7 ， 

09表 安全衛生管理体制等の状況 8 戸

10表 健康診断の実施状況 8 ， 

11表 消防長の専・兼任状況 8 ．， 

12表 非常勤消防団員の報酬及び出動手当等 8 ー

13表 在職年数別消防吏員及び消防団員数 9 ， 

14表 退職事由別及び年齢別退職消防吏員数の状況 9 ー

15表 消防団員の退職・新任状況 9 ー
16表 非常勤消防団員の職業構成及び就業形態別の状況 10 ．， － 

17表 消防ポンプ自動車等現有数 10 ， 

18表 化学消火薬剤備蓄状況 11 ． 

19表 消防水利の現況 12 

20表 消防機関の出動状況 12 ー
21表 消防吏員及び消防団員の公務による死傷者数 13 ー
22表 少年消防クラプ及び幼年消防クラプの現況 13 ．， 

23表 婦人（女性）防火クラブの現況 13 

24表 防災会議及び地域防災計画等の現況 14 ー
25表 防災・震災対策行政の状況 15 ，．， 

26表 防災・震災訓練の状況 19 ， 

27表 災害対策啓発事業の実施状況 20 ， 

28表 防災事業の実施状況 20 ． ， 

29表 自主防災組織の現況（その1) 21 ， 

30表 自主防災組織の現況（その2) 23 ．，レ・

31表 事業所の自衛消防組織の現況 23 ．， L.-

32表 災害ボランティア 24 
、

33表 災害危険箇所等の現況 24 

34表 相互応援協定の状況 25 

35表 避難場所・施設等の現況 26 

36表 備蓄等の状況 27 

37表 防災無線通信施設等の状況（同報無線） 28 

38表 防災無線通信施設等の状況（移動無線等） 29 

39表 消防・救急業務用無線通信施設の現況 29 .... 

40表 火災通報施設等の現況 30 
~－ 

41表 消防ヘリコプターの状況（その1) 31 ー
42表 消防ヘリコプターの状況（その2) 32 

43表 消防ヘリコプターの状況（その3) 33 

γヮι？

γ争ヘl

i雪

R£ 
枠ae:
i司、議シ＃ ·ot~ ＇J問、·~
Y歩、笛 J



44表 市町村消防費性質別歳出決算額 35 、婦

45表 告発の状況 37 

46表 耐震性貯水槽の状況 37 ， 

47表 消防団施設・装備の状況 37 

49表 防災行政無線の整備状況及び整備検肘状況（移動系） 38 .... 

50表 防災行政無線の整備状況及び整備検肘状況（同報系） 40 日

51 表 防災行政無線の整備状況及び整備検肘状況（旧市町村用） 41 ー

3 調査対象
平成24年4月 1日現在における市町村、消防組合、消防補償等組合（消防団員、水防団員の公務

災害補償・退職報償金の事務）を行っている組合並びに水防事務組合（水防及び水害予防業務を行

っている組合）に限る．

4 全衰の記入上の留意事項

(1）記入団体関係

原則として次の分担で記入するものとするが、各開査項目について、市町村、組合との間で十

分調整のうえ、その事務について責任、分輩している団体が記入するものとし、団体相互間にお

いて量複記入及び記入漏れしないよう注意すること。

平成21年度からは、調査表の入力した担当団体を明確にするため、入力担当団体のチェックマ

ークを追加したので全ての調査表の入力担当団体に肢当する団体区分のチェックをつけること．

また、調査表の入力漏れを防ぐため、該当が無い調査表・項目についても、該当無のチェックを

つけたのち調査表の登録を行うものとしたので注意すること。

(2）市町村合併等の取扱について

平成23年度中または平成24年4月1日付けにて市町村等の合併があった場合、平成23年4月 1

日～平成 24年4月 1日までの調査については、平成 24年4月1日現在の新市町村名で、合併前の

個々の市町村の数字を算出し、合併後の数と合算して作成すること。

平成24年4月 2日～平成 24年 5月 1日に合併がある場合、平成 24年4月 1日～平成 24年 5

月 1日までの開査については、平成 24年 4月 1日現在の旧市町村名ごとに、合併前の個々の市町：

村の数字を算出して報告すること。

［分担表］

い強単 組合を栴成している市

設本部未置消防

組 Zロ』 町村及びi何E君事務を：：－
託している市町村

町いる君水1事事行防を。~J 務防回事直び禍摘 同いな皆i舎：、水防利事暗行をつ輯E消防回事び拙l : E益C、P水務行防事をつl萌:& 摘摘防回事び 陀むい宮事事務防行をつ事務且摘自E摘1 村市町。
て

00表 全部 。 。 。 。 。 。
(1）～（4) 。 × × 。 。 。

01 表
(5）～（8) 。 。 。 × × × 

(9）～（11) 。 。 × 。 × 。
(12）～（28) 。 × × 。 。 。

02表 全部 。 。 。 × × ‘× 

03表 全部 。 。 × 。 × 。
04表 全部 。 。 。 × × × 

05表 全部 。 。 。 × × × 

06表 全部 。 。 。 × × × 

07表 全部 。 。 。 × × × 

08表 全部 。 。 。 × × × 

09褒 全部 。 。 。 × × × 

10表 全部 。 。 。 × × × 

2 

ゑ

z
h



ウ 各調査表は、原則として、横の欄を「行」として行番号を、縦の欄を「列Jとして欄外の（ ） 

内に列番号を記入しである。

エ 前年度数値の記入欄がある場合には、 「平成23年度消防防災・震災対策現況調査Jで報告

した数値を転記すること。

オ平成21年度からは該当の無い調査表についても登録を必須とした為、該当の無い調査表につ

いても該当無のチェックを付けた後、登録すること。

｜…宇佐ヲプ手！
1 f消防本部等の区分」は、下表に基づき、平成24年4月 1日現在の該当番号を区分欄に入力する

こと。

番号 区 分 内 ’~ 
1 単独で消防本部を設置している市

2 単独で消防本部を設置している町村

3 組合

4 組合で消防本部を設置している市町村

5 消防事務を委託している市町村

6 消防本部来設置の町村（7～9に該当するものを除く。）

7 消防本部未設置の町村のうち消防団常備部を設置している町村

8 消防本部未設置の町村のうち救急業務のみ実施している町村

9 消防本部未設置の町村のうち救急業務のみ委託している町村

2 f組合コード・委託先団体コードJは、組合を構成している市町村にあっては当該組合のコード

番号を、消防事務を委託している市町村にあっては委託先市町村等のコード番号を記入すること。

｜？？二関防本部署所及びー！？三J
本表は、 「消防本部設置年月日Jを除き、その他の項目については平成24年 4月 1日現在について

記入すること。

また、（1）～（4）の面積、人口、世帯数については、別途消防庁にて入力するため、ここでは入力不

要とする。

1 f消防本部設置年月日Jは、当該消防本部において予防、警防及び救急業務を開始した（西暦）

年月日を記入すること。

［記入例］ 昭和 57年 4月 1日業務開始の場合は、（年）1982 （月）04 （日）01 

2 f消防署数Jは、市町村等の条例で定められている消防署の数を記入すること。

3 f出張所数jには、消防出張所（消防ポンプ自動車等とこれを運用するに足る消防職員が常時待

機の体制にあるもの）及び分遣所等（ 1～2人消防吏員を機関員として常時配置している派出所等）

の数、なお、 「うち分遣所数Jは内書きとする。

4 f消防回数Jには、各消防団の集合体である連合団は含めないこと。なお、 『うち女性を採用し

ている消防回数jには、平成24年 4月 1日現在に女性消防団員が在職する消防団の数を記入するこ

よι
5 f分回数Jは、市町村等の規則で定められている分回数を記入すること。

6 「常備部消防回数J.とは、消防団の組織のうち、火災の警戒及び鎮圧のため、常時消防署に準ず

る態勢をとっているものをいう。

7 f消防団事務Jは、消防団事務（消防団の設置条例、消防団員の定数条例、消防団員の身分取扱

いに関する条例、消防団の組織規則等の制定及び運用、消防団の行動についての消防計画の作成、

消防団長の任命等をいう。）をどこが行っているかを調査するものであり、下記区分に基づき、骸

当する事項に「 lJ と記入すること。

なお、組合は記入の必要はない。

(1) f市町村j とは、消防団事務を市町村で行っている場合。

(2) 「組合Jとは、消防団事務を組合で行っている場合。

(3) 「委託Jとは、消防団事務を委託先で行っている場合。

8 f消防水利事務Jは、消防水利事務をどこが行っているかを調査するものであり、下記区分に基

づき、該当する事項に1と記入すること。なお、組合は記入の必要はない。

4 



(1) 「市町村Jとは、消防水利（防火水槽）の設置、維持管理を市町村で行っている場合。

(2) 『組合Jとは、消防水利（防火水槽）の設置、維持管理を組合で行っている場合。

(3) f委託Jとは、消防水利（防火水槽）の設置、維持管理を委託先で行っている場合。

9 「地域指定区分内容Jは、当該市町村の全域文は一部地域が該当地域として指定されている場合、

下記区分に骸当する番号に対応する欄に『lJと記入すること。

なお、重複して指定されている場合にもそれぞれの該当欄に・ r 1 Jと記入すること。

番号 地域指定区分内容

1 消防施設強化促進法に基づき人口が急増している地域として指定された地域

2 大規模地震対策特別措置法に基づき強化地域に指定された地域

3 過疎地域自立促進特別措置法適用地域

4 離島振興法適用地域

5 石油コンビナート等災害防止法の適用を受ける特別防災区域

6 山村振興法の適用地域

7 林野火災特別地域として設定された地域

8 活動火山対策特別措置法に基づき指定された避難施設緊急整備地域

9 台風常襲地帯における災害の防除に関する特別措置法に基づく台風常襲地帯

10 豪雪地帯対策特別措置法に基づき指定された特別豪雪地域

｜里子竺竺竺き~~主~J
本表は、平成 24年4月 1日現在に在職する消防吏員数を年齢別及び階級別に記入する（4月k日に

おける休職者、停職者を含み、 4月 1日付け退職者を除く。）ものであるが、市町村の助役が消防長の

事務取扱いとなっている場合等、消防吏員以外の者が消防吏員を兼ねている場合は、消防吏員の数に

含めないこと。派遣職員については派遣元の団体において記入すること。

1 f年齢j は、平成 24年 4月1日現在の満年齢によること。

2 「年齢合計(13)Jは、各行とも年齢に第1列の小軒数を乗じたものであること。※自動計算

3 f再任用者Jは、地方公務員法第 28条の4第 1項、第28条の 5第 l項文は第 28条の6第 l項若

しくは第2項の規定により採用した者をいう。

｜プ！？ー竺！！？？！！？ー竺？？日
本表は、平成 24年4月：L日現在に在職する非常勤消防団員数を年齢別及び階級別に記入する（4月

1日における休職者、停職者を含み、 4月 1日付け退職者を除く。）ものである。なお、．『消防団員の

階級の基準（昭和 39年 12月8日消防庁告示第 5号） J第 l条に規定のない階級を定めている場合、

当骸階級に属する者は直近下位の階級に含めて記入すること。 （例えば、 『国lj部長J、 「副班長Jは

それぞれ「斑畏J、 『団員Jに含める。）

1 『年齢Jは、平成24年 4月 1日現在の満年齢によること。

2 「年齢合計（10)Jは、各行とも年齢に第1列の小計数を乗じたものであること。なお、 『18歳未

満Jおよび『65歳以上Jについては自動計算できないため、入力すること。

｜一一一…一一一給料手11
1 f職員の内訳J欄は、『02表Jに記入した消防吏員について「毎日勤務者J、「2部制勤務者J、「3

部制勤務者j及び『その他派遣等職員Jに分けてその人数を記入すること。

「その他派遣等！とは、首長部局に派遣されている職員及び消防学校など消防本部｛署）以外の
部署に勤務する職員（消防学校に入校している職員、消防学校教官、専任の音楽隊員、研究職員等）

と定義する．また、「その他の職員！欄には、現に消防本部、消防署に勤務する消防吏員以外の職員

数を記入することa

2 f適用給料表j欄は、『 02表jに記入した消防吏員に適用している給料表について公安職給料表、

行政職給料表に区分してその人数を記入すること。
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4 「年次有給休暇取得延べ日数J欄は、職員が取得した有給休暇の延べ日数を合肝し記入すること。
なお、消防学校入校生も含めて計上することの

5 「年次有給休暇取得延べ日数Jについては、小数点第1位を四捨五入し記入すること．

6 調査対象期間は、「時間外勤務時間数Jについては、平成 23年4月 1日～平成 24年 3月 31日と

し、『年次有給休暇取得回数jについては、平成 23年 1月 1日～平成 23年 12月 31日とすること。

！日安全衛生管理体制等の状況｜！

本表は、労働安全衛生法の規定に基づいて衛生管理者、衛生推進者、衛生委員会及び産業医の選任

または設置を義務づけられている事業場について記載すること。 f安全管理規程J、「訓練時安全管理要 1

綱J、「衛生管理規程Jについても策定しているものがあれば、 rlJを記入すること。また、それに単

ずるものがある場合についても同様に記入すること。

1 「有無J欄は、策定されている場合に『lJを記入すること

2 「策定年月日J欄

〔記入例〕平成 19年4月 1日策定の場合 （年）2007 （月）04 （日）01

! 10表健康診断の実施状況1
1 調査の対象は、消防吏員とする。

2 それぞれの検査項目ごと、平成23年度中に全ての消防吏員に対して何回の検査を実施したかを記

入すること。なお、項目以外の健康診断を実施している場合は、その他欄に記載すること。

【例】血圧測定を、毎日勤務者に対しては秋に 1回、交替制勤務者に対しては春と秋の2回、各 i

部毎にそれぞれ異なる日において実施した場合でも、全ての消防吏員に対して実施した回数

は秋に実施した l回のみであるので、血圧測定の欄に「lJと記入する。

3 「交替制勤務者等に対して特に実施している健康診断Jとは、職員全員を対象にしているもの及

び受診が年齢を要件としているもの（35歳以上の職員全員対象等）以外で交替制勤務者（隔日勤務

者）、救助隊員、救急隊員、警防隊員であること等を要件に特に実施した健康診断を指すものである。

4 健康診断を実施していない本部にあっては、「その他J欄に理由を記入すること。

5 必要に応じて別紙を添付し、健康診断の実施状況を明らかにすること。

! 11表消防長の専・兼任状況1
1 「専任J、 『兼任J欄のうち、該当する方に r1 Jを記入すること。

2 1で「専任Jを選んだ場合は、その消防長の該当する前職すべてに『lJを記入すること。また、

1で f兼任Jを選んだ場合も、その消防長の骸当する兼職すべてに r1 Jを記入すること。

3 兼任で「その他Jを選択した場合、欄外に兼ねている職を具体的に記入すること．

! 12表非常勤消防団員の報酬及び出動手当等 lJ

本表は、 『03表Jに記入されている非常勤消防団員に対する報酬等の支給状況を記入すること．

1 「非常勤消防団員数（条例定数） Jは、平成 24年4月 1日現在の条例で定める非常勤消防団員の

定数を記入すること。

2 f非常勤消防団員のうち水防団員兼務者Jには、消防団員のうち、水防法（昭和 24年法律第 193

号）第6条の規定による水防団長文は水防団員を兼ねている者の数（実員）を記入すること。

3 「報酬年額jは、条例・規則等で定める平成 24年4月 1日現在の報酬額に基づき、それぞれの階

級にある者の一人当たり年間支給額を記入すること。条例・規則等に基づき報酬を月額により支給

している場合は 12倍した額を記入すること。

4 「報酬年間総支給額Jは、それぞれの階級にある者に対して支払った条例に基づく報酬の年間（4

月～3月）支給合計額（実額）を記入すること．

【例】分団長の報酬年額が 44,000円で、当該団体の分団長が 20名であった場合、その 20名に支
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払った合計の報酬の実額（880,000円）を記入する。

5 f出動手当を含んで支給Jは、報酬年額に出動手当を含んで支給している場合に「 1Jを記入す

ること 3

6. 「出動手当支給単位』は、該当する欄に r1 Jを記入すること。

7 「条例・規則等で定める出動手当の額（円） Jについては、支給単位が回数、時間及び日数の場、．

合に「1人1回あたりの額Jを記入することとし、時間の場合については、出動手当を支給するこ

ととなる単位時間当たりの額を記入すること。

また、 「その他Jには、火災、風水害その他の災害、警戒、訓練以外の出動に対しでも、条例・

規則等で出動手当の支給を定めている場合に記入すること。

『条例・規則等で定める出動手当の額Jが回数、時間及び回数以外の場合は、条例・規則等で定

める『年間1人あたりの額Jを（23）列に記入すること．

8 「年間延出動回数J欄について、出動手当の支給単位が時間の場合は、出動手当を支給すること

となる単位時間を 1固と換算し記入すること。

9 「年間総支給額Jは、それぞれの項目ごとに、条例・規則等に基づく手当の支給総額（実額）を

記入すること。

10 r 1回あたりの出動手当jの額が、階級、出動地域、放水の有無等により区別されている場合は、

原則として次のとおりとする。

階 級一団員の額

出動地域一区域内出動の場合の額

放水の有無ー放水した場合の額

その他一原則として高い方の額

11 「報酬年額を含んで支給Jは、出動手当に報酬年額を含んで支給している場合に『 lJを記入す

ること。

! 13表在職年数別消防吏員及び消防団員数｜！

1 f在職年数J1±,1.平成24年丘月J貝現在における消防在職年数によること．

2 消防吏員については消防本部・署文は警察官署において消防吏員文は消防官若しくは警察官の身

分をもち消防業務に従事した期間を、消防団員については、消防団員（警防団員、消防組員を含む）

の身分をもち消防業務に従事した期間をいうこと。なお、この期間はそれぞれ相互に通算して差し

支えないものであること。また、兵役については、次によること。

(1）消防団員として就任する前に兵役についた場合には、その兵役が解除されてから 1年以内に消防

団員として就任した場合に限り、その兵役期間を消防団員として在職した期間に通算文は合算す

る。

(2）消防団員として在職中に兵役についた場合には、その兵役期間は消防団員として在職した期間と

みなす。

! 14表退職事由別及び年齢別退職消防吏員数の状況｜｜

本表は、平成 23年 4月 1日から平成 24年 3月31日までの期間に退職した消防吏員の散を退職事由
別及び年齢別に記入すること。

1 「自己都合Jとは、転職、自営就業、就学等「2J以下に掲げる事由以外の事由により退職した
場合をいうこと。

2 f定年等Jとは、高齢による勧奨退職による場合をいうこと。

3 f傷病Jとは、傷病によって消防の職務に従事でき難い事由により退職した場合をいうこと。

4 「死亡J欄中「公務jのうちには、公務により負傷した後死亡した場合を含むこと。また、 『自

殺jの欄には、それぞれの内数を記入すること。

5 「免職等Jとは、地方公務員法第28条及び第29条に基づき免職及び失職した場合をいうこと。

本表は、平成23年4月 1日から平成24年3月31固までの期間に退職した消防団員の数を退職事由
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別に記入し、また、新任された消防団員数を年齢別に記入すること。

1 「自己都合Jとは、転職、自営就業、就学等「 2J以下に掲げる事由以外の事由により退職した
場合をいうこと。

2 「定年等Jとは、高齢による勧奨退職による場合をいうこと。

3 f傷病Jとは、傷病によって消防の職務に従事でき難い事由により退職した場合をいうこと．

4 f死亡J欄中『公務Jのうちには、公務により負傷した後死亡した場合を含むこと。

5 「整理統合Jとは、消防団の再編成文は統合による場合をいうこと。

！~~一…及？ネヤ態別等の状況 ll

本表は、平成24年 4月 1日現在の実態に基づき記入すること．

1 職業構成

平成24年4月 1日現在職業に就いていない場合、及び、この表中の区分に属さない場合は、 『そ

の他」欄に記入すること。

なお、日本標準産業分類に基づく区分は、廃止したこと。

2 就業形態

就業形態の分類は、平成 17年国勢調査に用いたもので、次の（1）～（4）に従い、記入すること。

(1) 被用者

会社員、工員、公務員、団体職員、個人商店の従業員、住み込みの家事手伝い、日雇い、臨時

雇い等、会社、団体、個人や官公庁に雇用されている人で、役員でない者。
(2) 自営業者

個人経営の商店主、工場主、農業主等の事業主や開業医、弁護士等で被用者がいる者。

また、個人経営の商店主、工場主、農業主等の事業主や開業医、弁護士、著述家、家政婦等で

個人又は家族とだけで事業を営んでいる者。

(3) 家族従業者

農家や個人商店等で、農住事や店の仕事などを手伝っている者。
(4) その他

会社の社長、取締役、監査役、団体の理事、監事、公団や事業団の総裁、理事、監事等の役員

である者。

家庭内で賃仕事（家庭内職）をしている者、職業に就いていない者文は専業主婦等、この表中

他の区分に属さない者．

また、 「うち学生Jには、平成24年4月 1日現在職業に就いていない大学生・短期大学生・専

門学校生等の人数を記入すること。

｜竺？？ヤ自 動車等現ーl
本表は、平成24年4月 1日現在の使用可能な状態にある消防車両等（救急自動車・救助工作車は除

く）の現有数を記入すること。なお、起震車以外の車両は緊急自動車として認められているものであ

ること。

1 f普通消防ポンプ自動車J及び「水槽付消防ポンプ自動車Jは、動力消防ポンプの技術上の規格 i
を定める省令（昭和 61年自治省令第 24号）第 16条の規定によるBl級以上の放水能力を有するも

のとする。

2 fはしご付消防自動車J及び「屈折はしご付消防自動車」の級別は、次のとおりとし、地上高と

は、はしごの最大起立角度で全部を伸張した場合における地表面からはしごの先端までの垂直高さ

地 上 高

lOm以上 24m未満

4m以上30m未満

Om以上 38m未満
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1 .. 19表一防水車！？現況 II

本表は、平成24年4月 1日現在の消防水利の現況を記入すること。

1 「消火栓J、 f防火水槽J及び「井戸Jは、消防法第 20条に基づく公設のもの及び同法第 21条

に基づき消防水利として指定しているもので、消防上使用可能なもの（故障のため一時使用不能な

ものを含む．）のみとすること。

2 「公設消火栓」とは、水道法第 24条に基づき設置されたもので、消防水利の基準（昭和 39年消

防庁告示第7号）第3条第2項に該当し、かっ、同条第1項の能力を有するものをいう。

3 「私設消火栓Jとは、消防水利の基準第3条第3項に該当するものをいう。

〔参考〕 消防水利の基準（抄）

第3条消防水利は、常時貯水量が 40nf以上文は取水可能水量が毎分 ld以上で、かっ、連

続 40分以上の給水能力を有するものでなければならない。

2 消火栓は、呼称 65の口径を有するもので、直径 150皿以上の管に取り付けられていなけ

ればならない。ただし、管網の一辺が 180m以下となるように配管されている場合は、 75

回以上とすることができる。

3 私設消火栓の水源は、 5個の私設消火栓を同時に開弁したとき、第1項に規定する給水能

カを有するものでなければならない。

4 fその他Jには、消火栓、 20d以上の防火水槽及び井戸を除き、消防法第21条に基づき消防水利

として指定されたもので、現に消防上使用可能なものの箇所数を記入すること。

5 『河川、海、湖」等箇所数の数え方は、取水可能距離の延長280mまでごとに5箇所とすること。

6 飲料水兼用とは、水道管と貯水槽が直結し、貯水槽内の水が常時入れ替わり、地震等により水道

管の破損があった場合に貯水槽への汚水の流入及び貯水槽からの水の流出を瞬時に遮断し、飲料水

として使用できるものをいう。

I~；！！一一一~－~
本表は、 s平成23年中（歴年）において、消防吏員、団員が出動した緊急性の有無を問わず警防、救

・急、予防業務に関連したすべての出動について記入すること。

1 f出動回数Jは、緊急出動については、 1指令1回を原則とすること。なお、 l指令で複数の任務

を行った場合（例えば、消火活動と火災調査を l指令で行った場合）、主たる任務によって種別を

判定すること。

2 「出動延人員Jについても、同一人物が複数の任務を行った場合は、主たる任務によって種別を

判定すること。

3 『火災Jには、誤報等による出動は除くこと。
4 「救急！については、平成24年度救急業務実施状況調｛消防庁救急企画室の閥査）の04表救魚

出動件数鋼、行番号01 1、列番号（1 5）の数値と一致させることの

5 「救助活動j については、災害現場における救助又は要救助者の生命、身体の危険排除のために

出動したものについて記入すること。なお、捜索出動に伴う救助活動、誤報等による出動は除くこ

と。

6 f風水害等の災害Jとは、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、その他異

常な自然現象による災害である。

7 「演習・訓練等Jとは、消防機関文は関係機関と合同して行う演習及び馴練等をいい4消防車両

等が出動したものについて記入すること。 （消防機閥単独で行うものも含む。）

8 「広報・指導Jとは、住民、自衛消防隊等が行う消防訓練に対する指導文は住民に対する広報活

動をいう。

9 「警防調査Jとは、水利、危険区域、対象物調査等をいう。

10 「火災調査Jとは、火災の原因、損害調査をいう。

また、消防常備化市町村の消防団員が消防吏員とともに火災調査を行った場合、消防団員の出動

回数等は「その他Jに記入すること。

11 「特別警戒Jとは、火災警報発令時、火災シーズン、台風時、花火大会、祭礼、競馬、競輪、運

動競技、催物、歳末等においての警戒出動をいう。
12 『捜索Jとは、山岳遭難、水難、航空機、船舶の捜索をいう。

13 「予防査察Jには、防火対象物のうち、消防法令により消防用設備等の設置を義務づけられてい

12 



ゑ設象箆の立入調査回数を 1対象物1固として記入すること。なお、同一防火対象物を 2日にわた

って、ひきつづき立入開査を行った場合、 2にかかわらず出動回数を l固とする。

また、消防常備化市町村の消防団員が消防吏員とともに立入検査を行った場合、消防団員の出動回

数等は『その他Jに記入すること。

14 「誤報等Jとは、誤報、誤認、いたずら等（救急出場における誤報、いたずらは含まない。）を

いう。
15 「その他Jには、警察との協力、焼跡処理、公共作業、危険排除等この表中他の区分に属さない

ものをいう。

I 21表消防吏員及び消防団員の公務以勾傷者訟｜！

本表は、平成23年中（暦年）において公務により発生した消防吏員及び消防団員の死傷者数を、そ

の公務の種別により記入すること。

公務災害として認定されたもののほか、申請中のもの、申開予定のものも含めること。

1 「死者』には、公務により負傷し、その後死亡した者も含めること。

2 「負傷者Jとは、公務により負傷した者で、負傷後1週間以上の治療を要したものをいれ

j 22表 少年消防クラブ及び幼年消防クラブの現況1
本表は、平成24年5月1日現在の少年消防クラブ及び幼年消防クラプの現況について記入すること。

1 f少年消防クラプJとは、少年消防クラプ取扱要綱（昭和25年12月1日国消管発第274号）に

基づき、防火思想の普及徹底を図ることを目的として、主に 10才以上（小学5年生以上）高校生以

下を対象に結成されたクラプをいう。

2 「幼年消防クラプj とは、モの名称いかんを問わず、幼年期における防火のしつけ及び防火思想
の教育等を図ることを目的として、主に9才以下（小学4年生以下）の児童、幼稚園、保育園の園

児等を対象として結成されたクラプのことをいう。

3 「少年消防クラプJ及び「幼年消防クラプJの組織別とは、 f少年消防クラプJの構成単位地区
（区域）のことで、事務担当者、予算負担主体の区分のことではない。

4 「学校単位j文は『幼稚園保育園単位Jとは、幼稚園又は小中学校の校内活動（行事等で困、校
外で活動するものを含む。）として行われているもので、単に通学区域が構成単位になっている場

合は、 「地区単位jに掲記すること。

5 f市町村単位Jとは、市町村の区域を 1つの単位として構成されていること。

6 「地区単位Jとは、町内会、地区連合会等一定の地域を構成単位としていること。

7 指導者数には、消防職員、団員は含まないこと。

8 組織数、クラブ員数及び指導者数の記入の際は、前年数値と比較し激増、激減の場合は注意する

こと。

9 「少年消防クラブ員内訳Jについて、クラプ員の内「小学生J、 「中学生J、 「高校生Jに骸当

しない者は全て「その他Jに分類すること．

! 23表 婦人（女性）防火クラブの現況 II

本表は、平成24年4月 1日現在の婦人（女性）防火クラプの現況について記入すること。

1 「婦人（女性）防火クラブJとは、 「クラプj、 『隊」等その名称のいかんを問わず、火災予防

思想の普及及び初期消火のための活動等を実施している婦人（女性）の組織（中学生以下の年少者

の組織を除く。）で、消防組織法第 15条に規定する消防団以外のものをいう。

2 表頭の地域区分は次によること。なお、判定が困難な場合は、世帯主の就業人口の多寡により区
分すること。

(1) 「市街地Jとは、当核市町村の中心となるべきところで、家屋が密集して形成されている地域を
いう。

(2) 「農山村地域Jとは、農業文は林業を主たる生業としている世帯で形成されている地域をいう。

13 



(3) 「普通建般事業費Jの fその他J
決算統計 11表 1列 160行～ 180行の合計額を、「消防本部・署費J、「消防団費」、

「その他」にはその内釈をそれぞれ記入すること。

10 「その他（f)J 

決算統計 11表 1列 210行～240行の合計の額を、「消防本部・署費J、『消防団費J、
「その他Jにはその内釈をそれぞれ記入すること。

145表告発…況！
本表は、平成 23年中（暦年）において、消防本部・署及びその他の消防機関が消防法（以下『法J

という。）に関する違反事項に関して行った告発のうち、警防に関する告発の件数（起訴、不起訴は

問わない）について記入すること。

1 「望楼、警鐘台の損壊等」は、法第 18条第1項に基づく望楼、警鐘台の損壊等をいう．

2 「火災報知器等の損壊等Jは、法第 18条第1項に基づく火災報知器等の損槙等をいう．

3 「望楼、火災報知器等の使用及び使用妨害Jは、法第 18条第 1項に基づく望楼、火災報知器等

の使用及び使用妨害をいう。

4 「消防車優先通行」は、法第26条第1項に基づく消防車優先通行の故意妨害をいう。

5 f応急消防協力者Jは、法第29条第5項（第36条に基づき準用する場合も含む）に基づく応

急消防協力者への妨害をいう。

6 「消防信号等Jは、法第18条第2項に基づく消防信号等の使用禁止違反をいう。

7 「指定消防水利変更等Jは、法第21条第3項に基づく指定水利変更等届出義務違反をいう．

8 f火災の虚偽通報Jは、法第24条第 1項（第36条に基づき準用する場合も含む）に基づくも

のをいう．

9 「消防警戒区域Jは、法第28条第 1項及び2項（第36条に基づき準用する場合も含む）に基

づき消防警戒区壊からの退去命令、出入り禁止文は制限違反をいう。

1人の行為者を複数の違反行為で告発した場合は、該当する全ての欄に件数を計上すること。

複数の行為者を同一の違反行為で告発した場合は、 1人につき 1件として件数を計上すること。

本表は、平成 24年4月 1日現在における市町村の耐震性貯水槽の現況について記入すること．

1 「耐震性貯水槽」

(1）消防防災施股整備補助金交付要綱別表2の「第2 耐震性貯水槽の規格Jに規定する規格又はこ ! 

れに準じた規格により整備された耐震性貯水槽とする。

(2）国庫補助事業により整備した耐震性貯水槽のほか、単独事業で整備した耐震性貯水槽を含む。
(3) なお、自主防災組織が使用する等の用件に関わらず、また、 『防火水槽l、 「耐震性防火水

槽1等の呼称の遣いに関わらず、前期（I）の性承を有するものを酔上すること”

(4) f飲料水兼用型Jにあっては、消防水利に指定されているものはもとより、水道事業部局、建

設部局において管理しているものを含めて計上すること。

2 f基数J
耐震性貯水槽の基数を計上すること．計上に当たっては、市町村左消防本部が同ーの耐震性貯水

槽を各々重複肝上することのないよう連絡調整を行うこ ~ft

なお、消防庁補助事業により整備した耐震性貯水槽は、補助事業の実績報告書と整合を図ること。

｜ は消防団 施 設 装 備 の 状 況l
本表は、平成 24年 4月 1日現在における整備数について記入すること。

1 f消防団施段J

(1）「拠点施股（詰所等） Jとは、消防防災用車両、資器材等が収容でき、待機室等の消防団活動の拠

点となる施般を備えたものをいう。

包：）r車庫又は器具庫Jとは、消防防災用車両、資器材等の収容等に使用されているもので、消防団員の
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待機等のための施設が備わっていないものをいう。

(3）「その他Jとは、その他施設（コミュニティセンター、防災センタ一等）の一部に消防団用のスベ

ースを常時確保している場合などをいう。

2 「消防団設備J
消防団設備については各々の個数を記入する。

(1）「防火衣Jのうちf防火衣J、「防火帽J、「防火靴Jとは、消防団員服制基準に定めるものとする。

包）『連絡用器具Jのうち

『携帯用無線機Jとは、送受信が可能な無線機をいう。

f無線受令機Jとは、受信のみが可能な無線機をいう。

「その他Jとは、携帯用無線機、無線受令機以外の個人連絡用器具（ポケットベル・携帯電話等）

で、消防団の装備として保有するものをいう。

ω）「救急救助用器具』のうち

「エンジンカッターj 、「ジャッキJ、 「パーノレJとは、主に救助活動（訓練含む）に使用するも

のいつ。

『担架J、 f救急処置セットj とは、主に救急活動（副l峨含む）に使用するものをいう。

(4）「避難誘導用器具j のうち

「警戒用ロープJとは、災害現場等での消防警戒区域の設定に使用するものをいう。

(5）「啓発活動用器具jのうち

『応急手当訓練用資器財Jとは、心肺蘇生法訓練人形（レサシアン等）等をいう。

『訓練用消火器Jとは、主に住民への司｜｜練指導時に使用する消火器をいう。

(G)fOA機器jのうち

『パソコンJ、 「ファックスJ、 「ビデオカメラJとは、形式及び年式に関わらず消防団が保有

するものをいう。

及整備討状況（移動系） ll 
本表は、平成 24年 3月 31日現在の防災行政無線（移動系）における整備状況及び整備検討状況に

ついて記入すること。

1 『整備の有無J
移動系防災行政無線を整備している場合は、 「1Jを記入すること。

合併した旧市町村については、調査基摺日現在の状況として記入すること。

2 「運用開始年月日（現在の無線施設） J 
現在運用中の無線施設の運用開始について、西暦表示で記入すること。

合併した旧市町村で複数の無線施設を適用している場合は、最も古いものについて、現在の市

町村欄に記入する。

3 fアナログ／デジタノレ方式のjjlJJ

該当するいずれかひとつの方式に『lJを記入すること。

fデジタノレJとは、移動系親局や基地局からデジタル方式の電波を発射するものをいう．

（例：電波の型式が「GJ文は「DJの冒頭の記号で表記されたものをいう。）

なお、制御卓のみをデジタノレ対応とするものや、アナログ方式であって選択呼出方法にデジタ

ル信号を使用するものは含まないものとする。

4 「移動系／地域防災系の利用の別J
移動系の利用状況について、市町村庁舎の所属を中心に利用か、あるいは、市町村の庁舎のほ

か防災関係機関や生活関連機関を含めた利用か、該当する欄に『lJを記入すること。

5 f整備予定J

(1) 『運用予定年月日J欄は、運用予定年月日について、西暦表示で記入すること。

包） 「計画等の有無j は、無線整備計画等の計画が有る場合は r1 Jを記入すること。

(3) 「整備方式の別J欄は、該当する欄に「 lJを記入すること。

(4) 「移動系f地域防災系の利用の別J欄は、移動系の計画状況について、市町村庁舎の所属を中

心に利用か、あるいば、市町村の庁舎のほか防災関係機関や生活関連機関を含めた利用か、

該当する欄に「lJを記入すること。

(5) 「整備進捗状況J欄は、該当する欄に r1Jを記入すること。

6 f防災行政無線（同報系、移動系）以外の防災情報伝達手段J
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03表

年齢

18歳未満

18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

29歳

30歳

31歳

32歳

33歳

34歳

35歳

36歳

37歳

38歳

39歳

40歳

41歳

42歳

43歳

44歳

45歳

46歳

47歳

48歳

49歳

50歳

51歳

52歳

53歳

え4歳
55歳

56歳

57歳

58歳

59歳

60歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳以上

合｜全体

!t ｜うち宜箆

/j、2十
行番号 団長 副団長

全体 うち女性

0 1 0 

0 2 0 6 

0 3 0 13 

0 4 0 15 

0 5 0 20 

0 6 0 17 

0 7 0 35 

0 B 0 32 

0 9 0 49 2 

。 51 

1 1 0 56 

1 2 0 66 2 

1 3 0 75 3 

1 4 0 72 

1 5 0 89 

1 6 0 99 

1 7 0 91 

1 B 0 78 2 

1 9 0 90 

2 。 64 2 

2 1 0 65 

2 2 0 62 2 

2 3 0 69 

2 4 0 65 

2 5 0 72 3 

2 6 0 61 

2 7 0 40 3 

2 B 0 62 

2 9 0 48 

3 。 36 2 

3 1 0 55 

3 2 0 38 

3 3 0 33 

3 4 0 52 4 

3 5 0 28 3 

3 6 0 34 

3 7 。 31 3 

3 B 。 20 

3 9 。 34 2 

4 。 23 

4 1 。 20 2 

4 2 。 16 

4 3 。 15 

4 4 。 3 

4 5 。 5 

4 6 。 2 

4 7 。
4 B 。
4 9 。
5 0 。2 009 50 

5 1 。＼＼＼ ＼＼＼ 

全体

分団長 副分団長 部長 班長 団員 年齢合計

6 108 

12 247 

14 300 

2 18 420 

3 14 374 

8 26 805 

5 26 768 

2 15 32 1, 225 

2 15 34 1, 326 

16 39 1, 512 

4 19 43 1, 848 

3 24 48 2, 175 

4 24 44 2, 160 

3 25 61 2, 759 

6 31 62 3, 168 

8 33 50 3,003 

6 32 40 2, 652 

12 32 46 3, 150 

7 17 40 2,304 

7 24 33 2,405 

5 26 30 2,356 

2 5 17 45 2, 691 

5 18 42 2, 600 

6 16 50 2,952 

4 14 42 2,562 

5 5 30 1. 720 

2 6 12 41 2 728 

9 4 33 2, 160 

11 24 1. 656 

3 5 9 37 2.585 

12 23 1, 824 

6 25 1, 617 

2 2 9 38 2,600 

6 21 1, 428 

5 27 1, 768 

2 2 5 21 1, 643 

6 12 1, 080 

2 2 7 22 1, 870 

5 17 1 288 

5 12 1, 140 

2 4 10 928 

2 11 885 

2 180 

5 305 

2 124 

64 

65 

6 19 15 129 529 1, 310 75,528 

4 45 2,070 



1 2表

（延岡、北方、北浦、北JII) 

項目 行番号 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長

団員数 。。 6 19 19 138 543 

報酬年額 。2 。142 000 104,000 87,800 69 500 59 000 35 700 

支給額 。3 。142 000 624 000 1 668 200 1 320 500 8 142 000 19 385 100 

。 。 。 。 。 。
項目 行番号 団員 計 水防団員

団員数 。 1, 474 2 200 2 009 

報酬年額 。2 27 000 ～～～～～」 ＼＼＼＼  

支給額 。3 39, 798,000 71 079 800 ＼＼＼＼  

回 時 日 月 年
そ

な 風水害
その他を支給単

項目 行番号
数 間 額 額 額

の
し

火災
その他の災害

警戒 訓練 その他 位としている場
他 £ロ』

手当額 。2 。。。。2 200 2 200 1, 300 1 300 1 300 3 100 
『

延出動回数 。2 2 1, 261 1, 123 688 16, 271 1 009 2 051 

支給額 。3 2 ～～～～～三 2, 774,200 2,470,600 894,400 21, 152 300 1 311 700 6,358, 100 



全体

1 3表（在職年数別団員数）

行番号 計 5年未満 5～1 0 1 0～1 5 1 5～20 20～25 25～30 30以上

全体 10 3 。 2009 506 408 337 292 198 146 122 

－－ うち女性10 4 501 231 51 71 151 01 01 。

1 5表

死亡
行番号 退職団員数

傷病自己都合 定年
公務 その他 公務 その他

o l 1 I a 150 132 17 。 。 。 。

行番号｜ 退職団員数 ｜ 5年未満｜ 5～1 o I 1 o～1 5 I 1 5～20120～25125～3 o I 3 o以上

0 I 1 I 1 150 33 33 13 26 16 10 19 

4 1歳以上
行番号 新任団員数 2 1歳未満 2 1～25 26～30 3 1～35 36～40 4 1～45 46～50 5 1歳以上 の

再入団者数

。I1 I 1 132 24 34 22 17 12 9 8 6 9 



全体

1 6.表 2009 

職業構成 就業形態

公務員
行番号 計

特殊法人等
日本郵政グ その他 被用者 自営業者 家族従事者 その他

国家公務員 地方公務員 公務員に準
ループ

ずる職員 うち学生

。1 0 2 009 。 170 90 19 1 730 1531 174 171 133 

20表

行番号 計 火災
風水害等の

演習訓練 救急 救助活動 広報指導 警防調査 火災調査
災害

出動回数 。3 。 287 49 15 99 。 5 。 。 。
出動延人員 。4 。8 881 1. 403 1 487 3 935 。 25 。 。 。

行番号 特別警戒 捜索 予防査察 誤報 その他

出動回数 。3 25 6 33 。 55 

出動延人員 。4 559 119 223 。 1 130 

2 1表

行番号 計 火災
風水害等の

救急 演習訓練 特別警戒 捜索 その他 主な内容
災害

死者 。3 。 。 。 。 。 0 。 。 。
負傷者 。4 。 2 。 。 。 。 。 鎖骨骨折、掌裂傷



47表

消防団施設

行番号 l拠点施設 l
｜車庫又は

（詰所 ｜ ｜その他
｜器具庫等） I 

0 I 1 I 0 88 30 。

行番号 救急救助器具

エンジンカッ
ター

ジャッキ 1＼ール

0 I 1 I 1 。 。 。

全体

消防団設備

防火衣 ｜ 連絡用器具

防火衣 ｜ヘルメツト i 防火靴 ｜携帯用無線｜無線受令機｜ その他

637 

担架

3 

2170 

応急処置セッ
ト

19 

。 68 

消防団設備

避難誘導器具

ロープ 拡声器

19 96 

。 143 

啓発活動用器具

応急手当訓練
｜訓練用消火器

用器具

5 

0 A機器

I~ ソコン FAX ビデオカメラ

。 。 。



延岡市消防団幹部選出要綱

（目的）

第一条 この要綱は、延岡市消防団員条例第3条に基づく、消防団長の推薦並

びに副団長、正副分団長（以下「団幹部」という）の任命に至る手続き

について定めることを目的とする。

（消防団長推薦）

第二条 次期消防団長は支団長以上が出席する会議において、互選により選出

するものとする。

次期消防団長は原則として、支団長以上の中から選出する。

2 支団長は支団の代表として、各分団及び各部（団員）の意見を集約し、

団長選出会議においてその意見を充分反映させること。

3 上記、支団長（ 6名）による会議において決着がつかない場合は、消

防団長を含めた多数決により、決定するものとする。

（任命）

第三条 副団長は、団幹部（経験者を含む）の中から団長が指名し、任命する

ものとする。

2 正副分団長は、各分団の部長の推薦に基づいて、団長が任命するもの

とする。

附則

この要綱は、平成20年 12月12日から施行する。
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延岡市消防団幹部選出要綱（案）

（目的）

第一条 この要綱は、延岡市消防団員条例第3条に基づく、消防団長の推薦並

ぴに副団長、正副分団長（以下「団幹部」という）の任命に至る手続き

について定めることを目的とする。

（消防団長推薦）

第二条 次期消防団長は支団長以上が出席する会議において、互選により選出

するものとする。

次期消防団長は原則として、支団長以上の中から選出する。

2 支団長は支団の代表として、各分団及び各部（団員）の意見を集約し、

団長選出会議においてその意見を充分反映させる之と。

3 上記、支団長（ 6名）による今議において決着がつかない場合は、消

防団長を含めた多数決により、決定するものとする。

（任命） （総寄れれリ主人吋
第三条 副団長は、団幹部の中から団長が指名し、任命するものとする。

2 正副分団長は、各分団の部長の推薦に基づいて、団長が任命するもの

とする。

附則

この要綱は、平成20年O月O日から施行する。

1 



延岡市消防団顧問設置内規（案）

（趣旨）

第 1条 この内規は、延岡市消防団の適正な運営及び管理を目的として、延岡

市消防団顧問の任用、職務等に関し必要な事項を定める。

（設置）

第2条 延岡市消防団長が、必要と認める場合において、顧問を設置すること

ができる。

（身分及び要件）

第3条 顧問は、消防団員以外の者とする。団の運営及び管理に精通し、団長

に団運営について助言できる豊富な知識及び経験を有する団長経験者と

する。

（定員等）

第4条 顧問の定員は、 1名とする。顧問の任期は、団長が定める。尚、顧問に

は、報酬等は支給されない。

（職務）

第5条 顧問は、団長の求めに応じ、次の事項に関する助言を行う。

（雑則）

団の運営、団の活動及び団に関して団長が必要と認めること。

ただし、団の行事、団長に関する公的な会議等には出席しない。

第6条 この内規に定めるもののほか、必要な事項に関しては、その都度団長

が定める。

付則

この内規は、平成 23年間ノ日から施行する。



平成24年度水防訓練参加者（消防団）

F 干．－ （／／ 時現在） 時現在）

分団 参加者 分団 参加者 分団 参加者

，東海第 1分団 iも υ
名

東海第 1分団 ( E名
東海第 1分団

名

！東海第2分団 東海第2分団 東海第2分団
名 名 名

南浦第 1分団
名

南浦第 1分団 t名
南浦第 1分団

名

〆ド衛浦第2分団 ！叉 0
名

南浦第2分団 lユ名
南浦第2分団

名

中央分団
~r 

It;名
中央分団 It-名

中央分団
名

南方第 1分団 ／ゲ主 南方第 1分団
／土名

南方第 1分団
名

〆ン南方第2分団
｛も名

南方第2分団 I {,-
名

南方第2分団
名

恒富第 1分団
！ケ名

恒富第 1分団
／タ名

恒富第 1分団
名

恒富第2分団
l L名

恒富第2分団 I~ 
名

恒富第2分団
名

土々自分団
名

土々呂分団
／？名

土々自分団． 名

，北方（第4支団）

E名支団長含む
北方（第4支団）'D~ 支団長含む

北方（第4支団）
支団長含む

名

北川（第5支団）

I o名支団長含む
北川（第5支団）

支団長含む
名

北川（第5支団）
支団長含む

名

北浦（第6支団）

。名支団長含む
北浦（第6支団） /C 支団長含む

名

北浦（第6支団）
支団長含む

名

ν／女性隊 女性隊 7 名 女性隊
名

赤バイ隊
名

赤バイ隊
l、伊 3

名
赤バイ隊

名

団長・支団長 L十名
団長・支団長 μ名

団長・支団長
名

計 11 3 
／今 1 名 f 浮ま名 名

／タf

~J l.:t』品J(. 々／~~ ＼＇もjじん 国q刀、1:1..1:fjι ／）河川~－，ぢ

指導員 マt考3L、 指導員

第／ 部 5え
名

第 5部 二ミ 名

第 Z 部 ユ 名
第 2部 ユ 名

第 3 部 乙 名
第 7部 λ 名

第 Lよ 部 ＇－~ 名
第 昔日

名



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延 岡 市 消 防 田 県 毎 手 1分団

分団長？私的手江

消 防 活動報告書

下記のとおり、《盃動災害出場・催物警備その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 ；号頭、的t~ 副分団長 えk緩L-Iぎ
指導員 匂t実jL、 指導員

第／部 5え
名

第 5部 ヱ 名

第 Z 部 ユ 名
第 2部 ユ 名

第 3 部 乙 名
)_ 

名

第 Lよ部 '-y 
名

第 昔日
名

（合計） 1・ ~ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつリ等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団宗寺第之分団

分団長 t~ ， E，~ 

消防活動報告書

下記のとおり、《冠動災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所属 氏名文は人数

分団長 ）~／p 話孝 副分団長 事ぞ津5?kこ
、

指導員 マ者L直n寸 指導員 1場.）.J<j] 日I~ i£/ 
ー

第 6部 コ＼ 名
第／／部 ユ 名

第J~ ＆ 2 名
第／ミ部 ユ 名

¥"' I 

第ク部 之 名
第 音H

名

第 ／0部
え名

第 音日
名

（合計） ／グ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防 訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団れ柄、第｜分団

分団長

消防活動報告書

下記のとおり、《亘動災害出場催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所 属 氏名又は人数

， 

分団長 副分団長

指導員 キ妥］ 指導員

第 s-y部 二乙
名

第 昔日
名

第 j）部 コー 名
第 昔日

名

第 昔日
名

第 音日
名

第 音日
名

第 音日
名

（合計） ;・ 
名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防固め3柄、第2分団

分団長；柏木氏ホ〈＼

消防活動報告書

下記のとおり、《冠動災害出場催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 々木《 すえ 副分団長 河計三九え

指導員 会）r副主J：ゐ 指導員

／ 

第ケも部 乙 名
第 6.D部 之 名

第 's？部 ／ 
名

第 吉日
名

第~~部 ム 名
第 昔日

名

第タ？部 乙 名
第 吉日

名

（合計） ／之 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団わち第｛分団

分団長

消防 活動報告書

下記のとおり、《盃動災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度 水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 副分団長 ''Iι可
指導員 711-朽育ュ 指導員 多緒的夫

第ゼ／部 叫マ変1主更主治i為 ~ 名 第 ヂC部
~f 同 τき .：..－

l伝同点件 2 名

第ヂム部
守宏.：.f行 w

会？除実 よ 名
第タ6部 jメ~·頼S 持そF母;f_ 

名

第~う部 、骨3切やま開 T主~~
サ I＼手Jミ！ コ名

第 昔日
名

第手宇都 う作え句人骨子~惜l事L州 i、 名 第 音R
名

（合計）
名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防固めち第2分団

分団長

消防活動報告書

下記のとおり、《冠動災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所属 氏名又は人数 所属 氏名又は人数

分団長 マ焚浩二 副分団長 ~み吠.234
指導員 指導員

第 午7部
2 名 第ぢo部 マ焚削平君子：

第うιr部 ~t1店t＞ト下t<見－、1 斗名 第！＇I部 軍事警官~ J-名

第内部
総合収集記

第3よ部 大中型、島匙守誠三治宅 二L 名名

第？？部 ムキ手主将 名
第ゴJ部

ぬ味、~吉~1も
~It\ よ名

（合計） I J: 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。

ノ



20日5月24年平成

宇次 分団

三!l ~乏司

殿延岡市消防団長

延岡市消防団

分団長

室田

下記のとおり、《冠動災害出場・催物警備その他）を行いましたので報告します

丘ヒ
Eコ報動活防3首

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 ちTij幸 副分団長 t,~ ；；しゑ万
指導員 lヲヨ 存命三 指導員

第＇＞部 ベJ 名 第！？部 -z 名

第｛刈部 ．，ム 第 I~ 部 -z 名名

第 1丈音H .- 第 音日
名L-- 名

第 lb部 ー、 第 吉日
名一名

（合計） ／ケ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ

など規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式ーー参0消防訓練

など火災、風水害、行方不明者捜索ーー参0災害出場

花火大会、地元まつり等の催物警備ー-l砂0催物警備

上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。

ーー多0その他



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団、~！ lt 手！ 分団

分団長

消防活動報告書

下記のとおり、¢面識・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告し制

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所 属 氏名文は人数

分団長 内プbr 争lJ 
副分団長 多角

指導員 指導員

第 J-I部 2_ 
名

第三子部
名

" 
第 ）2 部 ユ 名

第 ？－（； 部 コ「 名

第ユ 3部 ごL 名
第タ部

名

第 ぇ4部 之 名
第 音日

名

（合計） /' s 名
活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災 害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団ぽ3繁之分団

分団長

3首 防活動報告

下記のとおり、《冠動・災害出場・催物警備その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度 水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 ctへ芋秀芝草 副分団長 キ：本安寺
指導員 指導員

第～‘部

・ー名
第二、SI 部 、、

ー－名

第一ご部
一ー込 名 第～主主部 ＼ 

名

第ミザ部
ム 名 第、3企部 J「 名i 

第 ~IJ部
一、 名

第 昔日
名

（合計） ／’4 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団」一々－己 分団

分団長 ヂ氏本 jj 

消防活動報告書

下記のとおり、《冠動・災害出場催物警備その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 存Ll f、q向'._ 副分団長 タ I iつ
/C'方7 /It 0) 

指導員 : J~·J lq fカ之 指導員 〉〈

第、や久氏部 フ 名
第 yF部 二〉 名

第千三部 之 名
第、＇＼）？部 二L

名

第 ：·~I 十部
ー〉 名

第一.t＞部 之 名

第.；， I 7部 ~t- 名
第 昔日

名

（合計） ／少 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団 手斗 支団

支団長

消防活動報告書

下一り、 ＠ゆ災害出場側備そ州）を恥ましたので報告し

活動内容 平成24年度水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名文は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 （~ 秘会：ろ 副分団長 （平 ~r F局不

&1指恰町導長寅 さcミiえヰ令 空~ l下蒋 i毛司

第デ部 1-~·子特定名 第ノI 部 ）主切仕ぞ名

第 ／部 ヌ＼宇；3 名 第一本r命~g~ 叩三安た？ニ名

第 ！J 部 111 泣千 〉並。 オ存 名
第 、 昔日

名I 

第 J 部 ¥-:±1苓安二一名 第‘部
名

（合計） ~－ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団手 守 支団

支団長矢守q;；ヰー

消防活動報告書

下…
活動内容 平成24年度 水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 一京時二 副分団長
I ) ＼野晴美

指導員 指導員

第 十 吉日
／名

第支部
／名

第 C 部 ／名
第 p 部 ／ 名

第／？部
／名

第／外部 l 名

第／ワ部 ／名
第 昔日

名

（合計）
lo名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成 24年 5月 20日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団 第l 
支団長内の所内

支団

消防活動報告書

下記のとおり、《冠動・災害出場催物警備その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度 水防訓練

日 時 5月 20日 （日曜日） 9時 30分～ 1 2時 00分

場 所 大貫町 第 1五ヶ瀬川市民緑地（ 大瀬川左岸河川敷 ） 

所属 氏名又は人数 所属 氏名又は人数

分団長 崎 2ヲ 副分団長 ｜ノ？

指導員

名

J
／
f
一

／

／

f

指導員

第与部 第部

第（（部
シ 名

第 告日

名

一

名

一

名

一

名

－

名nu 

r－
－
1

、、

第 ~a 部 L名

／名

第 音日

第本部 第 音R

（合計）

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

消 防活動報

延岡市消防団東海第 1分団

分団長 5喚r£l~t 
&. 霊童
Eコ Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） ア 時 00分～ 時 分

場 所 ~~~1.J；予約

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 j教的手主 副分団長

指導員 I~~えれ人 指導員

第／部 s 名
第ダ部 午 名

第之部 よ 名
第号部 t q.名

第 3 部 J ト
名

第 7部 。
名

第デ部 f5 名
第 音日

名

（合計） 3~十 名

活動の種別を〈消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

消 防活動報

延岡市消防団 東海第2 分団

分団長 見弘~.マ

dュ室
i:;;;i Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所 ょ司？？）為

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 iゑ乏＼文乏キ 副分団長 現才二（合戸えん『
指導員 ；ゑ勿e&i・') 指導員

第 6部 ~－ e名 第／ユ部
名名

第 7部
持名

第 6’え部 6名

第 10部 3 名
第 部

名

第 II部 フ名
第 音H

名

（合計） Jb さ今 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

消 防活動報

延岡市消防団南浦第 1分団

分団長

aュ 量主
Eコ Eヨ

to（お

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 副分団長

指導員 、 指導員v 

第号（十部 ~ 名
第 音日

名

第問部 i半 名
第 部

名

第 部
名

第 部
名

第 部
名

第 部
名

（合計） （：ユ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災 害 出 場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

0その他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団南浦第2 分団

分団長あ木失点〈

消防 活動 報 生堂
ιーー Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名文は人数

分団長 ／ 副分団長 ／ 

指導員 指導員

第 ~6 部 タフ 名
第 6C部 ~ 名

第、~ 7部 〉つ
名

第 部
名

第~－c~ 部
名

第 部
名

第 1-<j部 午 名
第 部

名

（合計） 2/ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団中央分団

分団長寝返Lxiヰ
消 防活動報 とと 室

ι司 Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 き／三絞きケ 副分団長 1% t卜~~ト←－ (} 

指導員 区！と ス俗三L 指導員 J－，，街陽)1
第 ！ち部 〈手名 第／プ部 4名

第 t4部 ？名 第 I~ 部 ./;; ￥名

第 1r部 フ 名
第 部

名
／ 

第 fb部 くZ名
第 部

名

（合計） ~cfコ名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団南方第 1分団

分団長村ねたィ〈司＇ j): 

消防活動 報 aュ 重量
C Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6 月 3日（聞）？時州分～ （~aij:l＇~

場 所 ぬ供述＆cJlJ}~，~ ~lふ千て）

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 副分団長 、つよ令 {:') l0 
指導員 1'fι〈？〈ι 宅設シ 指導員 三例れメニ

第〆／部 ユf

、】J

名 第 }L）部 ／／ 名

第デ2立B 今 名ノ 第刈部 （牛
し／

名

第子三部 '0 ν 第 部
名 名

第ザ部 ユ／ ¥./ 第 音日
名 名

（合計） 旬、 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。

’／ご∞ム



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

消防活 動報

延岡市消防団南方第2 分団

分団長ヲろ;f2長一二

.ti::. 霊童
Eコ Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 "f-o/ 1-宇二 副分団長 ／｛ブ＼ 

指導員 ＼ヂず明 指導員

第Jr7部 3 
名

第タ／部 > 名

第f;B部
名

第ダ乙部 つ 名

第げ部 ぜ 名
第タタ部 《プ

名

第タフ部 /( 名
第 部

名

（合計） W特 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災 害 出 場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団恒富第 1 分団

分団長 勺 7ら／今~；

消 防活動報 a二 重量
Eコ Eヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） デ時よ'O分 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数
． 

分団長 令ズ与 J 柔）I 
副分団長 学1ri¥ tラ5ギ3／ 

指導員 指導員

第2-1部 ~6 名 第ぷミダ部 ごデ 名

勾L 第／之ぷ部

．‘ 

第λえ部 名 ふ 名

第／ミオ部 9' 名
第 部

名

第二ミタ会fJ こさ
名

第 部
名

（合計） ~c) 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団恒富第2 分団

分団長 中本 7材不

消防 活動 報 室田＆ロ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 心不秀？と平 副分団長 松本晃キ
指導員 指導員

第之＇7部 j 
名

第、~1 部 ‘合 名

第 JS部 ；〉
名

第Jよ部 え十
名

第之？部 i十 名
第、3i部 6 名

第、30部 g 
名

第 昔日
名

（合計） ~~ 名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災 害 出 場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年6月3日

延岡市消防団長殿

延岡市消防団土々呂分団

消防活動 報

分団長

aュ 霊童
Eコ Eヨ

下記のとおり、 （噌時・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分

場 所

所 属 氏名又は人数 所 属 氏名又は人数

分団長 メ 副分団長 定勺え3
指導員 m，、

、

局、乞＿ gJ 指導員 司会 ＼:t].~tザシ

第 dL／部
る名 第）＼f部 ゴ 名

第 j千部 ゴー名 第 3J部 主
名

第 ~t 部 f名
第 ψ6部

コ名

第 J）部
ζデ名

第 部
名

／ 

（合計） 与も 勾 -;Ji!i＇ 宅

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消 防 訓 練 → 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災 害 出 場 → 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年度 夏期移動消防学校参加者〈北方〉

所属 人数

支団本部 IC 

指幹導部員
、3

第3部 7 
第4部 s 

北方
第 1分団

第 12部

第 15部 ~9 
第 18部 ；斗

合計 手事r 名

何？

所属 人数

幹部
指導員 ユ

第 1部
／じ

第2部 フ
第6部け l l 帰 O卸 l 、I 1.2.b 

北方
第2分団

第7部

第9部 斗

第 13部

第 17部 lし

合計 :sc;名

／ミヘ。梓宅、

ti ~斗3

所属

幹部
指導員

第5部

第8部

北方
第 10部

第3分団

第 11部

第 14部

第 16部

合計

？ゐ
之 Y

I lわ

人数

二之

タ

ア

V_ 

）ぷ

2 

)y名



平成24年度夏期移動消防学校参加者けtJll)

所属 人数

支団本部

幹部
／ 指導員

第 1部
と

第2部 ~－ 

北JII 
第3部

第 1分団

第 11部 β 

第 13部 Lト

第 16部
『『、ヲ

合計 斗つ名

所属 人数

幹部

コ指導員

第4部 ノ

第5部 。
北JII 

第 12部 tr 第2分団

、

第 14部 、、』－；

第 15部 ／ 

第 17部 ii.3 

合計 ！芸名
F、

所属 人数

幹部

:1 指導員

第6部

！？デ

第7部 9 
北J11 

第3分団

第8部 ；。

第9部

＼ 

第 10部 ／之

合計 6 o名

r
I
D
 Z

 

，r
l－
 

、一2
0



平成24年度 夏期移動消防学校参加者〈北浦〉

所属 人数 所属 人数 所属 人数

支団本部
r-『 幹部

指導員
幹部

J-指導員

幹部
指導員

第2部 何 第4部 よι
北浦 北浦

第2分団 第3分団

第 1部 第3部 第8部 s--

第5部

北浦

第9部 y 第 11部 iく
第1分団

第6部 合計 手名 合計 / tフ名

第7部 午

第 10部 2 

合計



平成24年度 夏期移動消防学校参加者

分団 参加者数

団長・支団長 7 
名

東海第 1分団 35 
名

東海第2分団 36 
名

南浦第 1分団 12 
名

南浦第2分団 29 
名

中央分団 38 
名

南方第 1分団 44 
名

南方第2分団 48 
名

恒富第 1分団 30 
名

恒富第2分団 34 
名

土々呂分団 40 
名

北方 123 
名

北J11 126 
名

北浦 41 
名

消防団係 2 
名

計 645 
名

午後（指導員研修〉 5 6 （指導員16名）
名



平成 年 日月

延岡市消防団長殿

延岡市消防団 分団

分団長

消防活動報 a三 重量
Cl i=ヨ

下記のとおり、 （消防訓練・災害出場・催物警備・その他）を行いましたので報告します

活動内容 平成24年度夏期移動消防学校

て日 時 6月 3日（ 日曜日 ） 時 分～ 時 分
、也‘ 、

場 所 r ・『 野地町（ 延岡市消防本部
、

．
 

・‘↑
d

－E－ 

Z属h 、

a‘ 

氏名又は人数所
－ aふ

所 属 氏名又は人数
， 

分団長 ＇、、.·~ 、町、月、 副分団長

1・h

、、『守町』τ，d/ 
指導員

、
指導員

第 昔日
名

第 部
名

第 部
名

第 部
名

第 音日
ー名

第 音日
名

第 部
名

第 音日
名

（合計）
名

活動の種別を（消防訓練、災害出場、催物警備、その他）で分類してOをつけて下さ
い。

0消防訓練→ 規律訓練、放水訓練、水防訓練、移動消防学校、出初式 など

O災害出場→ 火災、風水害、行方不明者捜索 など

0催物警備 → 花火大会、地元まつり等の催物警備

Oその他 → 上記以外の活動

災害出場の場合は、災害発生後 1週間以内に提出して下さい。



平成24年度冬期移動消防学校参加者

分 団 名 参加者数

団長・副団長 6 名

東海第 1分団 6 名

東海第2分団 6 名

南浦第 1分団 名

南浦第2分団 7 名

中央分団 10 名

南方第 1分団 9 名

南方第2分団 8 名

恒富第 1分団 7 名

恒富第2分団 8 名

土々呂分団 12 名

第4支団（北方〉 20 名

第5支団（北川） 21 名

第6支団（北浦） 8 名

百十 129 名
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平成24年度冬期移動消防学校出欠確認表

所属

団 長

第1支団長｜ 副団長

所属

分団長

副分団長

指導員

指導員

第1部

東海
第1分団

第2部

第3部

第4部

第5部

第8部

第9部

分団長

副分団長

指導員

指導員

東海
第6部

第2分団

第7部

第10部

第11部

第12部

エ→1

mwト

弘一＼

名言。

氏訴

氏名

5宏、CW"L己主

ゆえ五メ
’ 

ニ主叫弘1
， 

右 l包 fヲ ？！ミノ

‘千ー l 、J "A -~ 一三2・． l l 
司．

’ 

にミ） すま や
可

＼§ 長、~昔
、、－

3変造ヨニー
~ d合イ号一司
ク之J登久幸市

hあすj乏

主Q どを － 



平成24年度冬期移動消防学校出欠確認表

所属 氏名

分団長 寺p 白守、~~一
副分団長

南浦
指導員

第1分団 指導員

第54部

第55部

分団長 ；喬木ヲミ雪てど
副分団長 7究計~~
指導員

南浦 第56部 勾［1) A＇～ 
第2分団 第57部 タ1物ウ丈史・・）

第58部 叫）~反ぢ乏．
第59部 す五是~ 1 Jぞ，＿，
第60部 説、え三者~T-し



平成24年度冬期移動消防学校出欠確認表

所属 氏名

分団長 ）へ/} ／今
f 

副分団長 叫）ふ%） l~ 大／
， 、』J

指導員 三薬品最多？
‘ 

指導員 ~ミ ／年
南方 第41部 づlコご 寸メ＋てー 玄l にJ 宇／主乙~、、

第1分団
第42部 オiAr由 ：もよ主
第43部 マ末広・；，え l-uゆ

第44部 松田一 i笥
/'  

第45部 ペ九れん
第46部 r~~殺そ矢乞
分団長 ＼キ）寸法二J

副分団長 lえ4
指導員 rp_, 

第47部 't 4史ゑ～

南方 第48部 作夜、 ~~I~
第2分団

第49部 再一弘（町 イ主－
第50部 ヰ4 え多~＼
第51部 ＼午JJA移1fi~易
第52部 大望号義、3ヰ？
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所属 ｜ 氏名

第3支団長｜ 副団長 ｜ 

所属 氏名

分団長

副分団長

第21部

恒富 第22部

第1分団
第23部

第24部

第25部

第26部

分団長

副分団長

第27部

恒富
第2分団

第31部

第32部

第33部
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所属 氏名
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第36部 手~i孫 棋戦一
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第4支団長｜ 副団長
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分団長

指導員

北方
第1分団

第15部
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分団長
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＼、、、 Q fち－

第2部 ~ネ r 之つ
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第9部 行ι友i在日
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第17部 守）~欽スト
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分団長
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第3分団
第10部

第11部
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所属 氏名

第5支団長 副団長 久ヲ ー戸－

所属 氏名
一

支団本部 コ収手＼久衛
分団長 ιゅ千二初う江戸
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第1分団
第3部

第11部

第13部

第16部

分団長 ／〉之 問ニチ
副分団長 ~J, 'ft 
第4部

北J11 第5部

｜兼久県宅傾向第2分団 第12部

第14部 ｜ホdみよ終
第15部

第17部 ｜手引も
分団長

副分団長

北J11 
第3分団

第9部

第10部
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分団長

戸 LY作品ψ －． 、
副分団長
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第1分団
第5部 ；復 h~
第6部

－第7部
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第2部

第3部

第9部 三会的イ中明
分団長 ノ？＼司ヌをム

副分団長

北浦 指導員

第3分団
第4部

第8部

第11部 ¥:k-v{も五


